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新しいホームページ 

V3.7より、新たにホームページが追加されました。一覧表示により、システムの進行状況を明確に確認
できます。分析中のファイル、キューに入っているファイル、分析済みのファイル、ユーザーまたはシス
テムによって分析がキャンセルされたファイルを一覧で確認することが可能です。 

 

 

リポジトリ：ファイルの Ready設定 

エクスポートやコピー前にファイル分析が行われないように、リポジトリに新しい設定が追加されまし
た。 以下の3つのオプションから設定できます。 
1． 排他的ロック（デフォルト設定）: ファイルの完了が見込まれるときに分析します。 
2． ファイルの増大 ： ユーザーが設定した時間（秒単位）待機し、その間にファイルに変更があった

かどうかを確認します。 ファイルに変更がない場合は分析を開始します。ファイルに変更がある場
合は、さらにN秒間待機してから再確認します。 

3． 最終更新日：N秒ごとに確認し、変更日を比較します。 変更日が変わった場合、分析は行われず、
N秒後に再確認します。N秒後に変更日が変わらない場合、ファイルの分析が行われます。 
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その他の変更点 

 Apache HTTPD 2.4.39へのアップデート 
 PHP 7.3.3へのアップデート 
 AS11 X2 (オーストラリアおよびニュージーランド向けAS11標準) への準拠チェック 
 HTMLレポートにおけるAS11メタデータ表示の改善 
 ガマットエラー計算で EBU 103 (2016)によるローパスフィルターを追加（一般分析設定で、オプ

ションとして提供） 

 

バグフィックス 

 イベント検出時のファイル移動のアクションが、ある特定の状況でエラーとなる問題を修正。イベ
ント数や種類に関わらず、ファイルが移動されるように修正されました。 

 DCPパッケージをツリー表示した際にみられた問題を修正 
 同時に複数のプロジェクトを削除した場合、残りのプロジェクトで「分析済み0ファイル」とな

り、再分析が必要となる問題を修正 
 プロジェクトでテンプレートを使用すると、一部の設定が正しく適用されない問題を修正 

例：テンプレートでラウドネスのオフセットを設定する場合、新規プロジェクトでテンプレートを
使用するとラウドネスオフセットが適用されなかった（クイック分析では機能するもののプロジェ
クトに対する使用では機能しなかった） 

 詳細ビュー（タイムラインビュー）でファイルを表示すると、多くのサムネイルが黒く表示され
る、またはサムネイルが表示されない問題を修正。サムネイルが適切にデコードされるようになり
ました。 
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